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和郷園の沿革
平成 3年 木内を中心に有志5名で野菜の産直を開始
平成 6年 7月 BMWプラント稼動
平成 8年 6月 有限会社和郷設立
平成10年 4月 栗源パックセンター稼動
平成10年 9月 牛糞堆肥化ライン稼動
平成10年11月 農事組合法人和郷園設立
平成11年 4月 野菜残渣処理開始、リサイクル事業本格稼働
平成14年 7月 山崎記念農業賞を受賞
平成15年 3月 冷凍工場さあや‘Sキッチン稼動
平成15年 6月 各委員会の設立（生産・交流・内部監査委員会）
平成16年 9月 さかき小見川農場ユーレップギャップ取得
平成16年11月 千葉県農業奨励賞受賞
平成16年12月 野菜カットセンター稼動
平成17年 3月 第10回環境保全型農業推進コンクール優秀賞受賞
平成17年11月 海外事業部設立（タイ国OTENTO社）マンゴー・バナナの取扱開始
平成18年 3月 株式会社ケンズ（店名OTENTO）田園調布店設立
平成19年 9月 株式会社ケンズ（OTENTO印西店オープン）
平成19年12月 海外事業部（OTENTO香港設立）
平成20年 9月 文化功労章受章



和郷園を支える生産者



和郷園の取り組みについて

• 和郷園の野菜の特徴
科学的な裏付けのある土作り：土壌分析、施肥設計

安心・安全野菜

ちばエコ認証28品目（県内最大）
• 環境の取り組み

– 自社や取引先から出る野菜残渣を堆肥にして畑に返す循環型農
業

– バイオマスプラント管理

• 経営戦略
– すべて契約販売：農業経営の安定化、健全化
– 多様なお客様への提供（取引依存度を高めない）
– お客様の要望によるJAS有機も品揃え



土壌分析

•作付前に行う

•分析結果に応
じた施肥設計

施肥設計ソフトの画面



残留農薬分析

1検体2時間で分析可能なシステム

和郷園分析室

千葉科学大研究室と提携し最新の分析器で測定
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GAPとは
これまで日本では有機栽培などの「どのような」野菜を作るかに関心が集まっていました。しかし、GAPは衛生や環境
配慮など「どのように」野菜を作るかを問題としています。農作業の過程が安全でない野菜に安心はできません。安心
で安全な農作物を作るには様々な配慮が必要になってきます。例えば、農薬を極力減らし、肥料や水の安全性にも気を
配る、といったことが求められてきています。GAPとはGood Agricultural Practiceの略であり、日本語にすると「良い農
業のやり方」になります。これでは理解しにくいため、日本GAP協会では「適切な農場管理とその実践」と解釈していま
す。もう少し具体的に言うと①農薬の管理など農産物の安全、②ドリフト対策など環境への配慮、③事故予防など作業の
安全や従業員の福祉、④トレーサビリティなど農場経営と販売管理、の４つに対し適切な農業管理を行い、持続的な
農業生産システムを確立することです。この取り組みはヨーロッパで先行し、EurepGAPとして普及しています。
※日本GAP協会：２００５年に和郷園が呼びかけ人の一人となり設立されたGAP普及のための団体、（設立当初はJGAI協会）。

日本の野菜農家で最初にEurepGAP認証を習得したさかき小見川農場



GAPへの取り組み

和郷園では、GAPの取り組みを始める前から農場管理の重要性を
認識し、運営管理基準を２００３年に制定しました。この運営管理基
準は生産者の自律をうたった理念から始まり、農薬や肥料の使用・
管理基準、記録・提出するべき記録のルール、内部監査のとりきめ、
各種記録用書式が定められました。この段階で重点を置いたのは、
農薬の保管と使用記録をきちんとする、ということでした。内部監査
も農薬関連を重点的に見て回りました。
※内部監査：内部監査委員が各生産者農場を訪問し、農薬の保管
状態や書類の記帳状況を直接確認に行くこと。

内部監査風景

生産管理基準



株式会社和郷・組織図
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事業フロー

お客様

お取引先様
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品目別部会

作付計画
販売計画の調整
作柄の確認

販売事業部（第1課）

作付依頼
・要望 提案

お客様

生産者

販売事業部

①計画生産・計画販売
（売ってから種をまく）
②各取引先にバランスのとれた販売計画
③営業会議及び提案書作成



売上高比率（平成１９年度）

品目別比率 販売先比率



さあや‘Sキッチン

○生産能力 年間１,０００トン（原料ベース）
IQF ライン ４００Kg／ｈ
BQFライン ２００Kg／ｈ

○生産品目 ほうれん草・小松菜・大和芋・枝豆・ブロッコリー

○敷地面積１０,０００㎡ 工場面積 １,０００㎡
冷蔵庫 ２００㎡ 検査・研修棟 ２００㎡

○補助事業（経営体育成緊急支援事業）の活用により
平成１５年３月稼働開始



カット野菜

きんぴらセット
（人参・ごぼう千切り）

ささがきご
ぼう

カレー・シチューMix
（じゃがいも・玉ねぎ・人参）

煮物Mix
（里芋・ごぼう・人参・蓮根）

けんちん汁セット
（里芋・ごぼう・
人参・大根）

野菜炒めセット
（キャベツ・玉ねぎ・
人参・ピーマン・もやし）

様々なカット野菜キットの
ご要望にもお応えします


